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研究成果の概要：子ども哲学では対話したことを「ふり返る規準」をつくって自己評価したことを記述してまと
める。このことを通して〈対話への自分の参加のあり方〉〈学習した価値・事柄への思考の変化や探究〉という
自己調整力が育っていった。そのような力が，社会科の川内原発再稼働問題学習では「個人的価値」よりも「公
共的価値」を「判断の規準」として重視する方に子ども達の学びに波及させていった。

研究分野： 社会科教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
子どもの自由度の高い学びを実現することで育つ自己調整学習力を，自由裁量権を保障しにくい教科学習への波
及を明らかにすることはカリキュラム研究において意義がある。子ども哲学で「ふり返りの規準」をつくって自
己評価し，対話へ参加のあり方や学習した価値・事柄への思考の変化や探究という自己調整力は，社会的論争問
題では「公共的価値」を「判断の規準」に基づいて子どもが判断することと関連して働いている。
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１． 研究の目的 

 

研究目的は，子ども哲学と社会科の論争問題学習が同時に行われるカリキュラムによっ
て，子ども哲学で培った自己調整学習力が，社会科で論争問題学習を行う子ども達にいか
なる自己調整力をどのように伸ばすことが出来るのかを明らかにすることである。  
子ども哲学には，伝統的な学問の系統下にある『学習指導要領』の教育課程を揺るがし

更新しうる可能性があると，仮説を示しているのは小玉（2019）である。子ども哲学が新
たなカリキュラムを創造する鍵は，子ども哲学の学びのように子どもに学習の主導権が委
ねられ自由度 が高い学習ほど「 … 学習の行為主体性は高まる。その結果 ，自己調整
(self-regulation)による学習が行われる (三宮，2008)」と言われることと関係がある。自
己調整力を高める子ども哲学と，「政治的リテラシー」や「当事者性」を高める社会科論争
問題学習が同時に行われるカリキュラムで学ぶことを通して，子ども哲学の学びと社会科 
論争問題学習の学びはいかなる影響を相互に与えあっているのだろうか。このことを明ら
かにすることを目的として，小玉の仮説を検証することを意図した研究である。 
 

２．研究成果 
 
論争学習を行う子ども達が「判断の規準」を用いることを子ども哲学にも援用したとこ

ろ，子ども哲学の授業においても，自分たちでつくった「ふり返りの規準」に基づいて自
己評価できることを明らかにした。具体的には小学６年生が「死ぬこととは？」という問
で学んだことに対して自分達で作成した「ふり返りの規準」に基づいて自己評価を行った
「記述」を教員が分析したのである。  
さらに子ども哲学において行われた実践で［自由とは何か―自分を不自由にするものは 

何か－］の授業における発言記録と子どもの自己評価の記述を関連させて分析を行った。 
以上の対話と記述の仕方の関係から〈対話への自分の参加のあり方〉や〈学習した価値・ 事
柄への思考の変化や探究〉という自己調整力が育っていったことが明らかになった。次に
以上のような子ども哲学で培った自己調整能力が，社会科論争学習にいかなる波及を及ぼ
し得るのか，子どもの対話や記述から考察した。学習の場面設定は「川内原発再稼働をめ
ぐる論争点には，原発立地自治体の意向を反映するか否か，原発立地範囲はどの程度まで
を含めるのか」とした。これらから明らかになったことは，川内原発再稼働という政治問
題で子ども達が判断する際に子ども達の「判断の規準」は「公共的価値」に重きが置かれ
ていたことを示している。 

 子ども哲学において対話的に探究し「ふり返りの規準」に基づいて自己評価活動を行う 
ことで，子ども達には〈対話への自分の参加のあり方〉や〈学習した価値・事柄への思考
の変化や探究〉などの自己調整力が育まれ，社会的な論争問題に対しても自分達の対話を 
見つめる教育的鑑識眼が機能する可能性が示唆された。 

 子ども哲学では対話したことを「ふり返る規準」をつくって自己評価したことを記述し 
てまとめる。このことを通して〈対話への自分の参加のあり方〉〈学習した価値・事柄への
思考の変化や探究〉という自己調整力が育っていった。そのような力が，社会科の川内原
発再稼働問題学習では「個人的価値」よりも「公共的価値」を「判断の規準」として重視
する方に子ども達の学びに波及させていった。 
子どもの自由度の高い学びを実現することで育つ自己調整学習力を，自由裁量権を保障 

しにくい教科学習への波及を明らかにすることはカリキュラム研究において意義がある。 
子ども哲学で「ふり返りの規準」をつくって自己評価し，対話へ参加のあり方や学習した
価値・事柄への思考の変化や探究という自己調整力は，社会的論争問題では「公共的価値」 
を「判断の規準」に基づいて子どもが判断すると関連して働いている。 
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